
    
 
 
 
 
 
 
 

豊かな体験を通して成長する！秋のふじさわっ子！ 

      10 月は、各学年の大きな行事が続きました。特に、5 年生の親善サッ 
     カー大会（フラワーカップ）は、１日順延しましたが、仙元山陸上競技場 
で 30 日(水)に無事開催されました。藤沢小学校のどの学級も、練習の成果を発揮し、
接戦に次ぐ接戦、5 年 1 組の男子が第 2 位を獲得しました。友達を励まし合いなが
ら、全力でボールを追っていた 5 年生。１日延期にも関わらず、たくさんの保護者
の皆さんから温かいご声援をいただきました。記念撮影の時はどの学級も笑顔！勝ち
負けを超えた満足感と成長を感じました！！さあ、これから読書の秋、芸術の秋、ス
ポーツの秋、豊かな体験の秋が深まっています。実り豊かな秋にしましょう！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（※学年ごとの行事は 

学年便り等で確認下さい。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

※ カラー版「学校だより」や行事等の
様子はホームページ！→「深谷市立藤沢
小学校」で検索！ 

  の主な行事予定 

☆6年生大活躍!!深谷市小学校親善運動会！（10月１日開催）☆   

 10 月１日(火)、仙元山陸上競技場において開催された深谷市小学校親善運動会に 6 年生
が参加しました。晴天の中、これまでの練習の成果を発揮し、どの種目でも全力で取り組む
ふじさわっ子の姿が見られました。選手種目の結果は、以下の通りでした。 

○ 100ｍ走 

○ 60ｍﾊｰﾄﾙﾞ 

○ 走り幅跳び 

○ ボール投げ 

○ 持久走   

○ 400m ﾘﾚｰ 

男子２位(小林弘典)･４位(久米雄大) 女子９位(佐藤花菜) 
男子６位(新 玲惟) 女子 6 位(栗原心美) 
男子３位(眞下斗吾)･６位(大沢陽太)  

男子 7 位(棚澤啓大)･８位(今井 塁)  

男子２位(茂木健太朗) 
男子１位(小林弘典・久米雄大・眞下斗吾・松村光将【入賞数計 11】 

 今年もたくさんの選手が入賞しました！また、今年はフレンドリー80ｍと 100ｍが快
挙！！なんと 46名が 3 位以内でゴールし、選手と合わせて合計 57 名が親善運動会の賞状
を獲得しました！！午後の学級対抗長縄でも、声を掛け合い、必死にチャレンジした 6 年
生！うれしかったり、悔しかったりと、心が大きく動かされるような経験ができたと思いま
す。次の日の業前運動では、全校で拍手をおくりました。賞状を獲得した児童の多さに、全
校でびっくりすると同時に、「自分たちも・・・」 
「いつかは・・・」という将来の自分たちの活躍 
を想像する機会となりまし 
た！！！ 
保護者の皆さん、これま 

での練習、当日のご声援あ 
りがとうございました。 

FYKD知っていますか？  

木曜日に「FYKD」という予
定があります。「ふっかちゃ
ん夕焼け計算道場」の略です。 
４年生の希望者対象、算数の
基礎基本について、地域の先
生(５名)と一緒に復習する取
組で、現在、21名が木曜日の
放課後(15:30～16:30)、が
んばっています。深谷市が始
めた２年目の取組。昨年も効
果がバッチリ、学力の向上に
つながりました。チャレンジ
している４年生、段位を目指
して、ファイト！！ 
※費用は無料、終了後のお迎
えはお願いしています。追加
希望も可です。 

☆ﾕﾘ、育ちました☆  

9 月のユリ体験後、どの鉢も
すくすく成長、大きなつぼみ
が付きました。フリー参観で
お持ち帰り！4 年生の保護者
の皆さん、ユリをお楽しみく
ださい！JA他 
指導者の皆さん 
ありがとうござ 
いました！ 
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学校教育目標「なかよく かしこく たくましく」 
深谷市藤沢小学校 児童数 574 名(男子 308 名 女子 266 名) ℡:048-571-2107 

ふるさとを愛し ともに学び 
伸びゆく ふじさわっ子 

☆思いどおりにいかないから おもしろい！！ 挑戦したい！！全校朝会☆   

『ラグビーボールは、なぜ、楕円形(だえんけい)をしているのでしょう？』 
これは、日本チームがラグビーの W 杯でスコットランドチームに勝利し、ベスト８に進出

したあとの全校朝会（10 月 15 日）の時、みんなで考えた問題です。 
〇古代ローマ時代、頭蓋骨をボール代わりにしていたから。 
〇持って走るとき真ん丸のボールより楕円の方が持ちやすいから。 
〇アフリカ原住民がダチョウの卵をボール代わりにしていたから。 
〇ブタの膀胱に空気を入れてボール代わりにしていたから。 
〇ポリネシア（オーストラリアの西側、ニュージーランドやサモア、 
トンガ他）の人たちが椰子の実をボール代わりにしていたから。 
なんだかどれも嘘っぽいですが、どれも『正解』といわれています。 
そんな変な形、楕円形のボールは、バウンドの仕方が不規則で、思い通りになりません。で

も、そこが、ラグビーをおもしろくて、挑戦したくなるスポーツにしています。 
『思いどおりにいかない』ことは、マイナスに見えますが、それがきっかけになり、面白さ

を感じ、挑戦することで、子供たちの成長につながる場面が、学校生活でも数多く見られます。
『思いどおりにいかない』を、励まし、挑戦し、成長へ！そんな藤沢小を作っていきたいです
ね！！！！！ 
 


